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自衛隊の戦車の数が 700 両，艦艇 140 隻，戦闘機
250 機程度と考えると，インドの軍事力の近代化計
画は大規模なものである。本書で著者は，1962 年
以後のインド軍の増強時におけるインド政府の対応
を分析し，準軍隊の増強によってバランスを取ろう
とした傾向を指摘している。もしそうであるならば，
現代においても，同じことが起きる可能性がある。
実際，インド政府は準軍隊の増強を進めているが，
これはインドの軍事力の近代化に合わせた軍の影響
力を抑えるための増強なのだろうか。本書の分析に
おいて，このような現代の動きについて判断材料を
与えてくれると，より実用性があるように思われる。
本書は，興味深い内容で，明確な論理の下で，詳
細なデータを用いた分析を行っており，文章も読み
やすい。インド研究者だけでなく，民主主義の在り
方，民軍関係の研究者にも，積極的に読んでほしい
内容である。日本でも翻訳され，より広く読まれる
ことを期待する。
（注１）「北西辺境州」は旧称で，2010 年以降は KP
州（ハイバル・パフトゥーンハー州）。
（注２）なお，準軍隊 18 組織については，長尾賢
『検証　インドの軍事戦略―緊張する周辺国とのパ
ワーバランス ―』（ミネルヴァ書房，2015 年）
294～295 ページに一覧表でまとめている。
（未来工学研究所研究員・学習院大学東洋文化研究
所客員研究員）
